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南信大会の結果（県大会以上に出場を果たした部活） 

・陸上     男子：400m２位、800m３位他、走り幅跳び７位、三段跳び５位、４×400mリレー４位 

           （→男子400m県大会８位） 

       女子：200m３位、400m４位他、800m５位、100mハードル８位、400mハードル５位、 

棒高跳び１位、走り幅跳び６位、４×100mリレー８位、４×400mリレー２位 

（→女子４×400mリレー県大会７位） 

・漕艇     男子：県大会ダブルスカル優勝（中部選抜出場） 

        女子：県大会ダブルスカル優勝（中部選抜出場） 

・バドミントン 男子：団体５位（→県大会ベスト16） 

・弓道     男子：団体入賞（→県大会出場） 

・ソフトテニス   ：団体２位、ダブルスベスト16（→県大会団体ベスト16、ダブルスベスト64） 

・バレーボール 女子：南信２位（→県大会出場） 

           ※その他、全日本選手権長野県大会（春高バレー）ベスト８ 

・ソフトボール   ：団体３位（→県大会３位） 

・卓球     女子：女子シングルスベスト16（→県大会ベスト64） 

 

 

 

12月７日（月）～10日（木）の４日間、２年生が修学旅行に行ってきました。高校生活最大のイベントを、

全力で学び、全力で楽しみました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １月16日（土）・17日（日）には大学入試センター試験が行われ、116名が受験します。一般入試が３

月まで続いていきますので、最終集計は年度末になります。一方、就職については、国家公務員に１名、地方

公務員に１名合格し、民間企業については、希望する企業に全員が内定をいただきました。 

【進学】 

 

 

 

 

 

 

【就職】 

 

 

 

今回は、合格を決めた進学者に、以下の質問に答えてもらいました。 

①合格するために取り組んだこと  ②将来に向けてどんなことをしたいか  ③中学生に向けて一言 

山梨大学 医学部 看護学科 合格                      A.Ｈ さん 

①１・２年生の時は勉強と部活の両立を継続してきました。部活が忙しくても１日１時間は家庭学習をする習慣

をつけていたので、引退後は勉強中心の生活をすぐ作ることができました。３年生のときには多くの先生方に

進路相談に乗っていただいたり、小論文や面接練習も何度もしていただいて推薦入試に備えました。 

②将来は助産師になり国内外で活躍したいです。そのためにも専門的な勉強に加え語学の勉強をし、判断力や説

明力も身に着けていきたいです。 

③何事にも一生懸命になれる仲間や、それを支えてくださる先生方とともに下諏訪向陽高校で進路を実現させて

みませんか。 

種別 合格数 主な合格先 

大学 62 山梨大 都留文科大（2） 秋田公立美術大 明治大 駒澤大 神奈川大（２） 

二松学舎大 工学院大（２） 日本福祉大（３） 国際医療福祉大 他 

短期大学 25 長野県短大 大月短大（２） 青山学院女子短大 松本大学松商短大（４） 他 

専門学校 40 諏訪赤十字看護専（２） 諏訪中央病院看護専 長野救命医療専 

長野県福祉大学校 松本看護専 他 

 

種別 内定数 主な内定先 

民間 7 オリンパス株式会社 セイコーエプソン株式会社 TPR株式会社 他 

公務員 2 国家公務員刑務官 諏訪広域連合消防士 

 

都留文科大学 文学部 国文学科 合格                    Ｋ.Ａ さん 

①志望校の学部が文学部で、受験内容が小論文と国語の問題という形だったので、夏休み前後から、和歌や古典

の活用法、慣用句や漢字など様々な国語の知識を勉強しました。また、担当の先生にお願いをして小論文の添

削を何度も何度もしていただきました。 

②私は教員や学芸員を目指していて、高校では歴史や文学の基礎を学習してきました。大学ではそれらをより専

門的に学習できるので、日本の文化について深く広く研究し、教養を深めていきたいです。 

③中学生もこれからいよいよ本格的な受験シーズンとなり、受験勉強に全力を注いでいる時期だと思います。合

格を目指して努力をしたということは、今後の人生の糧となると思うので最後まであきらめずに努力し続けて

ください！ 


